特発性肺線維症における血清エクソソームmicroRNA-21-5pと予後の関連 by 牧口  友紀
特発性肺線維症における血清エクソソーム
microRNA-21-5pと予後の関連





学 位 論 文 要 約  
 
 博士論文題目   特発性肺線維症における血清エクソソーム microRNA-21-5pと予後の関連                                  
                                               
 
  東北大学大学院医学系研究科 医科学専攻 
 内科病態学講座 呼吸器内科学分野 



























した候補となる microRNAをヒト IPF患者で検討することにした。 
 
【結果】ブレオマイシン肺線維症モデルマウスの血清エクソソーム microRNAの網羅的解析では、エクソソー
ム量による補正下において microRNA-21-5p および 155-5p が有意に上昇していた。さらに各時点のマウスを
N=9 とし、この 2 つの microRNA について定量的 PCR で検討したところ、補正血清エクソソーム
microRNA-21-5pだけが急性期、慢性・線維化期ともに有意な上昇を認めた。さらに、IPF患者(44名)の補正血
清エクソソーム microRNA-21-5p は健常対照群(21 名)と比較して有意に増加しており、IPF 群ではコホート登
録時の KL-6 やその後の肺活量の低下と有意な相関を認めた。また補正血清エクソソーム microRNA-21-5p が
高い群では 30ヶ月以内の死亡率が有意に高く、独立した予後予測因子であることを示した。 
 
【結論】血清エクソソーム microRNA-21-5pは特発性肺線維症患者の独立した予後予測因子であることを示し
た。 
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